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ら
れ
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ
や
商
用
車
の
ブ

レ
ー
キ
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ィ

ス
ク
ブ
レ
ー
キ
は
効
き
の
安
定
性
が
優

れ
て
い
る
ブ
レ
ー
キ
で
す
。

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の

搭
載
例

ブ
レ
ー
キ
効
力
の
高
い
順
に
、Ｄ
Ｓ（
デ

ュ
オ
サ
ー
ボ
）
タ
イ
プ>

Ｄ
２
Ｌ（
デ

ュ
ア
ル
ツ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
タ
イ
プ

＝
２
Ｌ（
ツ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
タ
イ

プ>
Ｌ
Ｔ（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ト
レ
ー
リ

ン
グ
）
タ
イ
プ>

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ

と
な
り
ま
す
。

又
、
各
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
特
徴
か
ら
、

大
型
商
用
車
の
総
輪
に
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
、

中
・
小
型
商
用
車
の
前
輪
に
２
Ｌ
タ
イ

プ
、
後
輪
に
Ｄ
２
Ｌ
タ
イ
プ
、
小
型
商

用
車
の
セ
ン
タ
ー
ブ
レ
ー
キ
（
駐
車
専

用
ブ
レ
ー
キ
）
と
乗
用
車
の
駐
車
専
用

ブ
レ
ー
キ
に
Ｄ
Ｓ
タ
イ
プ
、
乗
用
車
の

後
輪
に
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
が
搭
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の

ラ
イ
ニ
ン
グ
交
換

乗
用
車
用
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
シ
ュ
ー
に

接
着
さ
れ
て
お
り
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
交
換

の
際
は
、
シ
ュ
ー
＆
ラ
イ
ニ
ン
グ
ア
ッ

シ
ー
で
交
換
し
ま
す
。
大
・
中
型
商
用

車
用
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
、
リ
ベ
ッ
ト
を

か
し
め
て
シ
ュ
ー
に
張
っ
て
い
る
（
図

２
参
照
）
た
め
、
再
利
用
可
能
な
シ
ュ

ー
に
新
品
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
張
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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リ
ベ
ッ
ト
の
か
し
め
荷
重
が
不
足
し
て

い
る
と
緩
み
に
よ
る
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
浮

き
が
生
じ
、
過
剰
な
荷
重
で
か
し
め
る

と
ラ
イ
ニ
ン
グ
に
亀
裂
が
生
じ
る
た
め
、

適
正
な
荷
重
で
か
し
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

ラ
イ
ニ
ン
グ
の

交
換
目
安

乗
用
車
の
場
合
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
残
厚

１
ミ
リ
が
使
用
限
度
、
商
用
車
の
場
合

は
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
側
面
に
設
け
た
切
欠

き
や
溝
（
図
３
参
照
）
で
使
用
限
度
を

示
し
て
お
り
、
使
用
限
度
よ
り
も
ラ
イ

ニ
ン
グ
が
薄
く
な
る
前
に
交
換
し
ま
す
。

又
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
残
厚
が
充
分
あ
っ

て
も
、
熱
劣
化
や
亀
裂
等
が
確
認
さ
れ

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
と

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
の

採
用
状
況

乗
用
車
の
ブ
レ
ー
キ
は
、
デ
ィ
ス
ク
ブ

レ
ー
キ
が
普
及
し
始
め
る
ま
で
総
輪
ド

ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
で
し
た
。
１
９
６
０
年

代
か
ら
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
が
採
用
さ

れ
、
現
在
で
は
前
輪
に
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ

ー
キ
、
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
は
後
輪
に
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
輪
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車
に
お
い

て
も
駐
車
専
用
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
Ｄ
Ｓ

（
デ
ュ
オ
サ
ー
ボ
）
タ
イ
プ
の
ド
ラ
ム

ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
す
る
車
種
が
あ
り
、

国
内
の
大
・
中
型
商
用
車
に
お
い
て
は
、

総
輪
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
が
主
流
で
す
。

※
近
年
、
小
型
商
用
車
で
は
、
総
輪
デ

ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
内
で
大
型
商
用
車
の
総
輪
デ

ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車
は
少
な
い
で
す
が
、

海
外
カ
ー
メ
ー
カ
ー
の
大
型
商
用
車
は

従
来
か
ら
総
輪
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車

で
す
。

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
は

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
よ
り

効
き
が
高
い

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
は
、
制
動
時
の
自
己

倍
力
作
用
（
図
１
参
照
）
が
働
く
こ
と

で
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
よ
り
高
い
ブ
レ

ー
キ
効
力
（
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
）
が
得

る
場
合
に
は
、
交
換
が
必
要
で
す
。
図

４
の
よ
う
に
、
錆
で
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
浮

い
た
ま
ま
使
用
し
て
い
る
と
、
ブ
レ
ー

キ
鳴
き
／
異
音
の
発
生
や
ラ
イ
ニ
ン
グ

割
れ
の
要
因
に
な
り
、
ア
ン
カ
ー
部
の

錆
が
ブ
レ
ー
キ
の
引
き
摺
り
を
招
き
、

熱
劣
化
や
早
期
摩
耗
の
要
因
に
な
る
た

め
、
シ
ュ
ー
の
交
換
が
必
要
で
す
。

シ
ュ
ー
を
交
換
す
る
時
は
、
ラ
イ
ニ
ン

グ
の
交
換
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
鳴
き
の

発
生
源
は
摩
擦
振
動

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
同
様
、
ド
ラ
ム
ブ

レ
ー
キ
も
摩
擦
振
動
（
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ

ー
キ
の
場
合
は
パ
ッ
ド
と
ロ
ー
タ
ー
、

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
場
合
は
ラ
イ
ニ
ン

グ
と
ド
ラ
ム
の
摩
擦
振
動
）
が
ブ
レ
ー

キ
鳴
き
の
発
生
源
で
す
。
こ
の
摩
擦
振

動
を
抑
え
る
こ
と
が
ブ
レ
ー
キ
鳴
き
の

対
策
に
な
り
、
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
の

パ
ッ
ド
に
付
け
る
防
振
シ
ム
は
、
そ
の

対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

又
、
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
鳴
き
に
影
響

を
与
え
る
要
素
と
し
て
は
、
ラ
イ
ニ
ン

グ
材
質
、
ド
ラ
ム
と
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
摺

動
面
状
態
、
シ
ュ
ー
／
ド
ラ
ム
／
バ
ッ

ク
プ
レ
ー
ト
等
の
剛
性
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。ブ

レ
ー
キ
鳴
き
に
有
効
な

グ
リ
ー
ス
塗
布

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

グ
リ
ー
ス
を
使
用
し
ま
す
が
、
金
属
部

品
の
接
触
部
に
グ
リ
ー
ス
を
塗
布
す
る

こ
と
で
金
属
部
品
の
動
き
が
滑
ら
か
に

な
り
、
ブ
レ
ー
キ
鳴
き
に
繋
が
る
振
動

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
リ
ー

ス
が
乾
く
と
摺
動
部
の
潤
滑
が
悪
く
な

り
、
制
動
時
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
リ
ッ

プ
（
び
び
り
）
に
よ
る
振
動
が
発
生
し
、

ブ
レ
ー
キ
鳴
き
／
異
音
の
要
因
と
な
り

ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
鳴
き
の
抑
制
に
有
効
な
グ
リ

ー
ス
塗
布
の
部
位
に
つ
い
て
で
す
が
、

乗
用
車
の
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
で
は
、
図
５
で

示
す
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト
の
レ
ッ
ジ
面
、

シ
ュ
ー
の
ア
ン
カ
ー
部
、
ホ
イ
ー
ル
シ

リ
ン
ダ
ー
の
ピ
ス
ト
ン
と
の
接
触
部
、

オ
ー
ト
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
部
品
と
の
接
触

部
、
大
型
商
用
車
の
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
で
は
、

ア
ン
カ
ー
ピ
ン
と
の
嵌
合
部
、
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
の
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
接
触

部
へ
の
塗
布
を
推
奨
し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
際
に
、
ラ
イ
ニ
ン
グ

の
摺
動
面
に
グ
リ
ー
ス
が
付
着
す
る
と

制
動
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

又
、
ホ
イ
ー
ル
シ
リ
ン
ダ
ー
や
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
の
ブ
ー
ツ
に
付
着
す
る
と
、

ブ
ー
ツ
（
ゴ
ム
）
が
膨
潤
し
て
シ
ー
ル

性
が
低
下
し
た
り
、
熱
に
よ
る
硬
化
で

潤
滑
不
足
に
な
る
グ
リ
ー
ス
も
あ
る
た

め
、
使
用
す
る
グ
リ
ー
ス
や
不
要
部
分

に
グ
リ
ー
ス
が
付
着
し
な
い
よ
う
、
注

意
が
必
要
で
す
。
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ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
交
換

　
　
　
　
　 

及
び 

ブ
レ
ー
キ
鳴
き
に
つ
い
て
　

九
月
入
っ
て
も
猛
暑
日
あ
る
い
は
夏
日

が
連
続
し
観
測
史
上
最
長
と
い
う
言
葉
が

飛
び
交
う
と
同
時
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
各
地

で
発
生
し
、
熱
中
症
患
者
発
症
の
ニ
ュ
ー

ス
が
伝
え
ら
れ
る
日
々
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
異
常
気
象
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
「
地
球
温
暖
化
」
が
話
題
と
な
っ

て
久
し
い
。
最
近
で
も
世
界
各
地
で
気
温

の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
豪
雨
水
害
や
干
ば

つ
、
大
規
模
山
火
事
が
多
発
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
こ
こ
数
年
、
集
中
豪
雨

の
頻
度
の
増
大
、
台
風
の
強
大
化
、
夏
の

酷
暑
の
増
加
、
冬
の
降
積
雪
の
年
ご
と
の

振
れ
や
地
域
の
偏
り
の
増
大
な
ど
、「
異

常
気
象
」
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
実
感

さ
れ
る
▼
古
来
、
日
本
列
島
の
季
節
の
変

化
は
、
多
様
性
に
富
ん
で
お
り
、
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
緯
度
経
度
に
し
て
せ
い
ぜ

い
20
度
程
度
の
範
囲
内
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
、
東
日
本
と

西
日
本
と
い
う
よ
う
な
地
域
ご
と
の
ち
が

い
に
も
富
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
気
候

の
季
節
変
化
を
持
つ
地
域
は
、
世
界
で
も

類
を
見
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
万
葉

集
」
以
来
日
本
の
古
典
や
文
学
は
、
日
本

の
四
季
や
天
候
の
変
化
と
多
様
性
に
関
連

し
て
、
人
の
こ
こ
ろ
や
想
い
を
記
述
し
、

あ
る
い
は
詠
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
季

節
感
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
守

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
▼
国
連
事
務
総

長
も
「
も
は
や
沸
騰
化
の
時
代
に
突
入
し

た
」
と
の
警
告
を
発
し
、
20
世
紀
後
半
か

ら
の
人
類
活
動
の
「
大
加
速
」
に
よ
り
、

地
球
環
境
は
危
機
的
状
況
に
な
り
、
一
万

年
ま
え
か
ら
続
い
て
き
た
「
完
新
世
」
は

終
わ
り
人
間
活
動
の
影
響
が
顕
著
に
な
っ

た
「
人
新
世
」
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

環
境
保
全
に
で
き
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
や

っ
て
い
く
し
か
な
い
。

 

（
斉
藤
修
一
）
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直
到

乗用車用LTタイプ
（フローティングアンカー）

大型商用車用LTタイプ
（フィックスドアンカー）

ドラム回転方向

リーディング側　：　トレーリング側
2　：　1

リーディング側　：　トレーリング側
2　：　1

ドラム回転方向

シューの拡張方向 ライニングの仕事量

シュー

リベット
ライニング

SECT.A-A

図1

図2



ら
れ
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ
や
商
用
車
の
ブ

レ
ー
キ
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ィ

ス
ク
ブ
レ
ー
キ
は
効
き
の
安
定
性
が
優

れ
て
い
る
ブ
レ
ー
キ
で
す
。

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の

搭
載
例

ブ
レ
ー
キ
効
力
の
高
い
順
に
、Ｄ
Ｓ（
デ

ュ
オ
サ
ー
ボ
）
タ
イ
プ>

Ｄ
２
Ｌ（
デ

ュ
ア
ル
ツ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
タ
イ
プ

＝
２
Ｌ（
ツ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
タ
イ

プ>

Ｌ
Ｔ（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ト
レ
ー
リ

ン
グ
）
タ
イ
プ>

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ

と
な
り
ま
す
。

又
、
各
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
特
徴
か
ら
、

大
型
商
用
車
の
総
輪
に
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
、

中
・
小
型
商
用
車
の
前
輪
に
２
Ｌ
タ
イ

プ
、
後
輪
に
Ｄ
２
Ｌ
タ
イ
プ
、
小
型
商

用
車
の
セ
ン
タ
ー
ブ
レ
ー
キ
（
駐
車
専

用
ブ
レ
ー
キ
）
と
乗
用
車
の
駐
車
専
用

ブ
レ
ー
キ
に
Ｄ
Ｓ
タ
イ
プ
、
乗
用
車
の

後
輪
に
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
が
搭
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の

ラ
イ
ニ
ン
グ
交
換

乗
用
車
用
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
シ
ュ
ー
に

接
着
さ
れ
て
お
り
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
交
換

の
際
は
、
シ
ュ
ー
＆
ラ
イ
ニ
ン
グ
ア
ッ

シ
ー
で
交
換
し
ま
す
。
大
・
中
型
商
用

車
用
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
、
リ
ベ
ッ
ト
を

か
し
め
て
シ
ュ
ー
に
張
っ
て
い
る
（
図

２
参
照
）
た
め
、
再
利
用
可
能
な
シ
ュ

ー
に
新
品
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
張
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

リ
ベ
ッ
ト
の
か
し
め
荷
重
が
不
足
し
て

い
る
と
緩
み
に
よ
る
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
浮

き
が
生
じ
、
過
剰
な
荷
重
で
か
し
め
る

と
ラ
イ
ニ
ン
グ
に
亀
裂
が
生
じ
る
た
め
、

適
正
な
荷
重
で
か
し
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

ラ
イ
ニ
ン
グ
の

交
換
目
安

乗
用
車
の
場
合
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
残
厚

１
ミ
リ
が
使
用
限
度
、
商
用
車
の
場
合

は
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
側
面
に
設
け
た
切
欠

き
や
溝
（
図
３
参
照
）
で
使
用
限
度
を

示
し
て
お
り
、
使
用
限
度
よ
り
も
ラ
イ

ニ
ン
グ
が
薄
く
な
る
前
に
交
換
し
ま
す
。

又
、
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
残
厚
が
充
分
あ
っ

て
も
、
熱
劣
化
や
亀
裂
等
が
確
認
さ
れ

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
と

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
の

採
用
状
況

乗
用
車
の
ブ
レ
ー
キ
は
、
デ
ィ
ス
ク
ブ

レ
ー
キ
が
普
及
し
始
め
る
ま
で
総
輪
ド

ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
で
し
た
。
１
９
６
０
年

代
か
ら
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
が
採
用
さ

れ
、
現
在
で
は
前
輪
に
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ

ー
キ
、
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
は
後
輪
に
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
輪
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車
に
お
い

て
も
駐
車
専
用
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
Ｄ
Ｓ

（
デ
ュ
オ
サ
ー
ボ
）
タ
イ
プ
の
ド
ラ
ム

ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
す
る
車
種
が
あ
り
、

国
内
の
大
・
中
型
商
用
車
に
お
い
て
は
、

総
輪
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
が
主
流
で
す
。

※
近
年
、
小
型
商
用
車
で
は
、
総
輪
デ

ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
内
で
大
型
商
用
車
の
総
輪
デ

ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車
は
少
な
い
で
す
が
、

海
外
カ
ー
メ
ー
カ
ー
の
大
型
商
用
車
は

従
来
か
ら
総
輪
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
車

で
す
。

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
は

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
よ
り

効
き
が
高
い

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
は
、
制
動
時
の
自
己

倍
力
作
用
（
図
１
参
照
）
が
働
く
こ
と

で
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
よ
り
高
い
ブ
レ

ー
キ
効
力
（
ブ
レ
ー
キ
の
効
き
）
が
得

る
場
合
に
は
、
交
換
が
必
要
で
す
。
図

４
の
よ
う
に
、
錆
で
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
浮

い
た
ま
ま
使
用
し
て
い
る
と
、
ブ
レ
ー

キ
鳴
き
／
異
音
の
発
生
や
ラ
イ
ニ
ン
グ

割
れ
の
要
因
に
な
り
、
ア
ン
カ
ー
部
の

錆
が
ブ
レ
ー
キ
の
引
き
摺
り
を
招
き
、

熱
劣
化
や
早
期
摩
耗
の
要
因
に
な
る
た

め
、
シ
ュ
ー
の
交
換
が
必
要
で
す
。

シ
ュ
ー
を
交
換
す
る
時
は
、
ラ
イ
ニ
ン

グ
の
交
換
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
鳴
き
の

発
生
源
は
摩
擦
振
動

デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
同
様
、
ド
ラ
ム
ブ

レ
ー
キ
も
摩
擦
振
動
（
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ

ー
キ
の
場
合
は
パ
ッ
ド
と
ロ
ー
タ
ー
、

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
場
合
は
ラ
イ
ニ
ン

グ
と
ド
ラ
ム
の
摩
擦
振
動
）
が
ブ
レ
ー

キ
鳴
き
の
発
生
源
で
す
。
こ
の
摩
擦
振

動
を
抑
え
る
こ
と
が
ブ
レ
ー
キ
鳴
き
の

対
策
に
な
り
、
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
の

パ
ッ
ド
に
付
け
る
防
振
シ
ム
は
、
そ
の

対
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

又
、
ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
鳴
き
に
影
響

を
与
え
る
要
素
と
し
て
は
、
ラ
イ
ニ
ン

グ
材
質
、
ド
ラ
ム
と
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
摺

動
面
状
態
、
シ
ュ
ー
／
ド
ラ
ム
／
バ
ッ

ク
プ
レ
ー
ト
等
の
剛
性
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。ブ

レ
ー
キ
鳴
き
に
有
効
な

グ
リ
ー
ス
塗
布

ド
ラ
ム
ブ
レ
ー
キ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

グ
リ
ー
ス
を
使
用
し
ま
す
が
、
金
属
部

品
の
接
触
部
に
グ
リ
ー
ス
を
塗
布
す
る

こ
と
で
金
属
部
品
の
動
き
が
滑
ら
か
に

な
り
、
ブ
レ
ー
キ
鳴
き
に
繋
が
る
振
動

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
リ
ー

ス
が
乾
く
と
摺
動
部
の
潤
滑
が
悪
く
な

り
、
制
動
時
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
リ
ッ

プ
（
び
び
り
）
に
よ
る
振
動
が
発
生
し
、

ブ
レ
ー
キ
鳴
き
／
異
音
の
要
因
と
な
り

ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
鳴
き
の
抑
制
に
有
効
な
グ
リ

ー
ス
塗
布
の
部
位
に
つ
い
て
で
す
が
、

乗
用
車
の
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
で
は
、
図
５
で

示
す
バ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト
の
レ
ッ
ジ
面
、

シ
ュ
ー
の
ア
ン
カ
ー
部
、
ホ
イ
ー
ル
シ

リ
ン
ダ
ー
の
ピ
ス
ト
ン
と
の
接
触
部
、

オ
ー
ト
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
部
品
と
の
接
触

部
、
大
型
商
用
車
の
Ｌ
Ｔ
タ
イ
プ
で
は
、

ア
ン
カ
ー
ピ
ン
と
の
嵌
合
部
、
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
の
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
接
触

部
へ
の
塗
布
を
推
奨
し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
際
に
、
ラ
イ
ニ
ン
グ

の
摺
動
面
に
グ
リ
ー
ス
が
付
着
す
る
と

制
動
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

又
、
ホ
イ
ー
ル
シ
リ
ン
ダ
ー
や
エ
キ
ス

パ
ン
ダ
ー
の
ブ
ー
ツ
に
付
着
す
る
と
、

ブ
ー
ツ
（
ゴ
ム
）
が
膨
潤
し
て
シ
ー
ル

性
が
低
下
し
た
り
、
熱
に
よ
る
硬
化
で

潤
滑
不
足
に
な
る
グ
リ
ー
ス
も
あ
る
た

め
、
使
用
す
る
グ
リ
ー
ス
や
不
要
部
分

に
グ
リ
ー
ス
が
付
着
し
な
い
よ
う
、
注

意
が
必
要
で
す
。
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（
資
料
提
供
） 

 

エ
ム
ケ
ー
カ
シ
ヤ
マ
株
式
会
社

図3

※T：使用限界厚み
　切欠きや溝の厚みはバックプレートの
　チェックホールから確認できる。

切欠き

TT

溝

DETAIL.A

発錆したシューの外観

DETEIL.B

A B

錆によるライニングの浮き アンカー部の錆

図4

部

シューのアンカー部、ピストンとの接触部、オー
トアジャスターとの接触部及びバックプレートの
レッジ面６か所にグリース塗布

図5



労
働
安
全
衛
生
規
則
が
令
和
５
年
10
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
あ
ら
ま
し
と
し
て
、
昇
降
設
備
の
設
置

及
び
保
護
帽
の
着
用
が
必
要
な
貨
物
自
動
車
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
最
大
積
載
量
５
ト
ン
以
上
の
貨
物
自

動
車
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に

最
大
積
載
量
２
ト
ン
以
上
５
ト
ン
未
満
の
貨
物

自
動
車
に
お
い
て
も
、
荷
役
作
業
時
の
昇
降
設

備
及
び
保
護
帽
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

昇
降
設
備
に
つ
い
て

（
安
全
衛
生
規
則
第
１
５
１
条
67
関
係
）

昇
降
設
備
に
は
踏
み
台
等
の
可
搬
式
の
も
の
の

ほ
か
、
貨
物
自
動
車
に
設
置
さ
れ
て
い
る
昇
降

用
の
ス
テ
ッ
プ
等
が
含
ま
れ
ま
す
。
昇
降
用
ス

テ
ッ
プ
は
出
来
る
だ
け
乗
降
グ
リ
ッ
プ
等
に
よ

る
三
点
支
持
等
に
よ
り
安
全
に
昇
降
で
き
る
形

式
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
護
帽
に
つ
い
て

（
安
全
衛
生
規
則
第
１
５
１
条
74
関
係
）

最
大
積
載
量
が
２
ト
ン
以
上
５
ト
ン
未
満
の
貨

物
自
動
車
で
あ
っ
て
、
荷
台
の
側
面
が
構
造
上

開
放
せ
れ
て
い
る
も
の
又
構
造
上
開
閉
で
き
る

も
の
（
平
ボ
デ
ィ
ー
車
、
ウ
イ
ン
グ
車
）
等
の

車
両
に
対
し
、
型
式
検
定
に
合
格
し
た
「
脱
落

時
保
護
用
」
の
型
式
検
定
に
合
格
し
た
保
護
帽

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
述
の
貨

物
自
動
車
で
あ
っ
て

も
、
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト

リ
フ
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
い
る
も
の
の
リ

フ
タ
ー
を
使
用
せ
ず

に
荷
を
積
み
卸
す
作

業
を
行
う
等
の
場
合

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
黒
川　

毅
）

　

地
元
茨
城
県
常
陸
太
田
市（
旧
水
府
村
）

で
営
業
し
て
い
る
食
事
処
「
藤
ひ
ろ
」
さ

ん
を
紹
介
致
し
ま
す
。
店
主
が
銀
座
の
高

級
中
華
料
理
店
で
修
業
を
し
た
だ
け
あ
っ

て
、
和
食
・
中
華
何
を
食
し
て
も
（
激
）

美
味
し
い
お
店
で
す
。（
事
前
に
お
願
い

す
れ
ば
、
メ
ニ
ュ
ー
以
外
の
絶
品
料
理
も

用
意
し
て
く
れ
ま
す
。）
こ
の
お
店
が
今

フ
ー
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
の
聖
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

事
の
始
ま
り
が
、
ま
か
な
い
メ
ニ
ュ
ー

の
カ
レ
ー
を
従
業
員
（
ま
っ
ち
ゃ
ん
）
が

1
人
前
30
秒
で
完
食
を
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
店
主
、
冗
談
半
分
に
10
人
前
を
5

分
で
完
食
し
た
ら
賞
金
10
万
円
と
い
っ
た

「
デ
カ
盛
り
」
企
画
を
考
案
。
も
ち
ろ
ん

10
人
前
5
分
な
ん
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人

な
ど
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
テ
レ

ビ
の
「
月
曜
か
ら
夜
更
か
し
」
で
紹
介
さ

れ
た
と
こ
ろ
全
国
各
地
か
ら
フ
ー
ド
フ
ァ

イ
タ
ー
が
集
結
。

　

成
功
者
は
い
ま
だ
一
人
も
出
て
い
な
い

の
で
す
が
、
全
国
に
は
強
者
が
い
る
も
の

で
、
殆
ど
の
フ
ァ
イ
タ
ー
が
あ
と
数
秒
で

完
食
レ
ベ
ル
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
今
で
は

デ
カ
盛
り
加
減
と
制
限
時
間
が
絶
妙
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
後
を
絶
た
な
い
ん
だ
と

か
。

　

そ
の
後
、
地
元
茨
城
で
人
気
の
ス
タ
ミ

ナ
ラ
ー
メ
ン
7
・
6
㎏
15
分
な
ど
デ
カ
盛

り
メ
ニ
ュ
ー
も
増
え
て
、
益
々
フ
ー
ド
フ

ァ
イ
タ
ー
の
聖
地
と
し
て
の
魅
力
を
増
し

て
い
る
「
藤
ひ
ろ
」、
あ
な
た
も
一
度
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
花
ヶ
崎　

巧
）

2 0 2 3 .  A U T U M N V O L U M E  6 3

2023
AUTUMNCOLUMN

地
元
の
美
味
し
い
も
の

茨城県

フ
ー
ド
フ
ァ
イ
タ
ー
の
聖
地「
藤
ひ
ろ
」

autohands meeting report2023
AUTUMNREPORT
例会便り

　オートハンズ9月例会を9月28日に福岡商
工会議所にて開催しました。また、その前日
には、福岡県直方市の直方自動車商事㈱様を
訪問し、会社見学及び意見交換等行いまし
た。
　例会では、各委員会報告や各社近況報告が
行われ、各委員会の今後の運営活動予定など
が話し合われました。また近況報告では各社
の状況や、地域の状況などが活発に話し合わ
れました。ここ数か月、話題に事欠かないＢ
Ｍ社の各地での状況など、タイムリーな話で
盛況に開催されました。また、訪問させてい
ただきました直方自動車商事㈱の皆様、あり
がとうございました。

（西山浩一）

9th
Meeting

高品質&サビに強い
ＳＤＲディスクローター

VOLUME 52Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

※
Q
R
コ
ー
ド
で
デ
カ
盛

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
視
聴

で
き
ま
す
。



　
広
島
県
福
山
市
に
あ
り
、
新
幹
線
の

駅
か
ら
も
そ
の
美
し
い
姿
を
望
め
る
福

山
城
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

福
山
城
は
、
1
6
1
9
年
、
水
野
勝
成

に
よ
り
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
海
路
に
て

鞆
の
浦
よ
り
上
陸
し
た
勝
成
は
、
城
郭

及
び
城
下
町
の
候
補
地
を
選
定
す
べ
く

領
内
を
巡
視
し
、
最
終
的
に
は
現
在
福

山
城
が
鎮
座
す
る
常
興
寺
山
を
築
城
の

場
と
し
て
定
め
ま
し
た
。
こ
こ
は
城
背

の
北
側
を
山
陽
道
が
通
り
、
ま
た
南
面

は
内
海
に
臨
み
、
海
陸
共
に
交
通
の
要

衝
地
で
あ
っ
た
の
が
理
由
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
築
城
に
つ
い
て
、
縄
張
の

設
計
は
普
請
場
麓
に
屋
敷
を
構
え
た
上

で
勝
成
自
身
が
行
っ
た
と
言
わ
れ
、
大

量
の
石
垣
は
当
時
水
野
家
領
で
あ
っ
た

瀬
戸
内
北
木
島
や
白
石
島
か
ら
運
ば
れ

ま
し
た
。
一
国
一
城
令
が
発
布
さ
れ
て

い
る
時
世
に
お
い
て
本
格
的
な
築
城
が

許
さ
れ
た
こ
と
は
異
例
の
事
態
で
あ
り
、

西
国
鎮
衛
の
観
点
か
ら
見
た
福
山
城
の

重
要
性
と
、
更
に
勝
成
に
対
す
る
並
々

な
ら
な
い
期
待
が
う
か
が
え
ま
す
。

1
6
2
2
年
に
完
成
し
、
そ
の
後
正
式

入
城
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
天
守
は
五
層
六
階
、
二
層
三
階

の
小
天
守
を
接
合
す
る
層
塔
型
複
合
天

守
で
あ
り
、
一
層
目
の
南
北
面
と
二
層

目
の
東
西
面
は
比
翼
入
母
屋
、
そ
の
他

の
各
層
に
も
唐
破
風
、
千
鳥
破
風
と
い

っ
た
二
種
類
の
破
風
を
備
え
た
太
平
の

世
を
表
す
華
美
な
作
り
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
更
に
特
徴
的
な
の
が
、
搦
手
の

防
御
と
す
る
た
め
に
北
側
の
み
鉄
板
張

り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
1
9
4
5
年
8
月
8
日

の
福
山
空
襲
で
焼
失
し
ま
し
た
が
、
現

在
の
天
守
は
1
9
6
6
年
に
地
元
か
ら

の
寄
付
金
に
よ
り
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
の
令
和
の
大
普
請
で
は
残
さ

れ
た
古
写
真
や
資
料
と
の
比
較
検
証
を

行
い
、
安
全
性
・
再
現
性
に
配
慮
し
た

復
元
的
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
築
城

四
百
年
を
迎
え
た
福
山
城
へ
足
を
運
ん

で
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

（
布
施
茂
雄
）
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ご
当
地
「
観
光
大
使
」 

〜
広
島
県
・
福
山
市
〜

BEST SELLER
おススメの本

　パワークエリ（パワーピボット）はエクセル
の新しい機能です。みなさまもエクセルを使っ
た表計算やレポート作成をされたことがあると
思います。また様々な関数やマクロを駆使して
データ活用をされている方もいらっしゃること
と思います。パワークエリはプログラミングや
VBA の知識が必要なく、誰でも容易に扱える
機能で、本書を引用すると「Excel 誕生以来の
革新」なのです。
　最近は、パワークエリに関する多くの参考
書が発売されおり、また YouTube でも活用動
画がたくさん閲覧できますが、本書の発行当時
（2019 年）は、パワークエリに関する書籍は
英語の技術書しかなく、この本が出た時は衝撃
的でした。
　著者が後に執筆された「Excelパワークエリ」
の方が入門書としてはお勧めですが、本書を手
にした時の感動が忘れられなく、ベストセラー
として紹介させて頂きました。　

（長坂圭将）

Excelパワーピボット
７つのステップでデータ集計・分析を

「自動化」する本
 著者／鷹尾　祥 （株式会社翔泳社）
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